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はじめに

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, vii ページ

• TACの準備, viii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-docfeedback@cisco.comまでご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
vii

はじめに

Cisco UCSの関連ドキュメント

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-release-notes-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-release-notes-list.html
http://twitter.com/ciscoucsdocs
mailto:ucs-docfeedback@cisco.com


TAC の準備
シスコ TACのサポートケースを必要とするあらゆる問題に対応するため、show tech-supportか

らの出力を提供する準備をします。

GUIからテクニカルサポートファイルを生成するには、[System Tools]アイコンをクリックし、
[Tech Support]を選択します。ドメインを選択して [Generate Tech Support]をクリックします。レ
ポートが作成されたら、[Download]をクリックしてローカルシステムにダウンロードします。
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第 1 章

Cisco UCS C シリーズと Cisco UCS Manager
との統合

この章は、次の項で構成されています。

• 概要, 1 ページ

• Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerとの統合 , 2 ページ

• FEXの接続モードと検出, 5 ページ

• FEXアップリンク数に基づく設定可能な vNIC/vHBAの最大数, 6 ページ

• サポートされる RAIDコントローラコンフィギュレーション, 7 ページ

概要
このマニュアルでは、Cisco UCSManagerリリース 2.2と統合する Cisco UCSラックマウントサー
バのインストールに関する情報とその手順について説明します。

Cisco UCSCシリーズラックマウントサーバは、組み込みのスタンドアロンソフトウェアである
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）によって管理します。Cシリーズラックマウント
サーバと Cisco UCS Managerを統合すると、CIMCではサーバを管理しないようになります。代
わりに Cisco UCS Managerソフトウェアを使用してサーバを管理します。サーバは Cisco UCS
Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIを使用して管理します。

サーバが工場出荷時の状態でない場合は、CiscoUCSManagerとサーバを統合する前に、CIMC
を工場出荷時の設定にリセットしてください。

重要

Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerは次のいずれかの設定で統合
できます

•クラスタセットアップ：ファブリックエクステンダ（FEX）を 2台使用して、Cシリーズ
ラックマウントサーバをファブリックインターコネクト 2台と接続します。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
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•非クラスタセットアップ：Cシリーズラックマウントサーバを FEX 1台および FI 1台と接
続します。

C シリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Manager
との統合

Cisco UCS Manager 2.2には、Cisco UCSCシリーズラックマウントサーバ管理用に、3つの接続
モードがあります。接続モードは以下のとおりです。

•デュアルワイヤ管理（共有 LOM）：ラックサーバの共有 LAN on Motherboard（LOM）ポー
トは、管理トラフィックの伝送のためだけに使用されます。PCIeカードのポートの 1つに接
続されている個別のケーブルがデータトラフィックを伝送します。データトラフィックと

管理トラフィック用に 2本の個別のケーブルを使用することを、デュアルワイヤ管理とも呼
びます。

• SingleConnect（サイドバンド）：ネットワークコントローラのサイドバンドインターフェ
イス（NC-SI）を使用して、Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェイスカード（VIC）によ
り、データトラフィックと管理トラフィックの両方を伝送できる 1本のケーブルが接続され
ます。この機能が「SingleConnect」と呼ばれます。詳細については、SingleConnect, （9ペー
ジ）を参照してください。

•直接接続モード：CiscoUCSManagerのリリースバージョン2.2では、ファブリックインター
コネクトへの直接接続（サイドバンド）を使用した追加のラックサーバ管理モードを導入し

ています。

Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバの LOMポート
は、データトラフィックに使用することはできません。LOMポートは、Cシリーズラックマ
ウントサーバが Cisco UCS Managerモードのときは、無効になります。

（注）

CiscoUCSManagerとのデュアルワイヤ統合のための一般的な前提条件は、Cシリーズラックマウ
ントサーバ CIMCリリース 1.4(6)以降に組み込まれています。SingleConnectまたは直接接続モー
ドを使用するには、次の要件を満たす必要があります。

•サーバ CIMCリリース 1.4(6)以降

• Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1227（MLOM）

• Cisco UCS VIC 1225T仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1227T（MLOM）

• Cisco UCS VIC 1387（MLOM）

• Cisco UCS VIC 1385
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Cisco UCS VICアダプタ第 3世代以降（VIC 13xx）では、CIMCを工場出荷時の状態にリセッ
トしてから、Cisco VICアダプタを UCSファブリックインターコネクトスイッチに接続する
ことを推奨します。

重要

（注） • Cisco UCS VIC 1225Tと 1227Tアダプタは、RJ45ネットワークケーブルを使用した Cisco
Nexus 2232TM-E 10GEファブリックエクステンダを使用している場合のみサポートされ
ます。

• Cisco UCS VIC 1385および 1387 MLOMアダプタは、C220 M4、C240 M4および C460 M4
サーバ上で使用する場合のみサポートされます。

次の表は、Cシリーズラックマウントサーバおよびサポートされる管理オプションを示します。

表 1：サポートされる管理オプション

デュアルワイヤ管

理

直接接続モードSingleConnectサーバ

YesYesYesCisco UCS C22M3
サーバ

YesYesYesCisco UCS C24M3
サーバ

YesNoNoCisco UCS C200
M2サーバ

YesNoNoCisco UCS C210
M2サーバ

YesYesYesCisco UCS C220
M3サーバ

YesYesYesCisco UCS C220
M4サーバ

YesYesYesCisco UCS C240
M3サーバ

YesYesYesCisco UCS C240
M4サーバ

YesNoNoCisco UCS C250
M2サーバ

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
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デュアルワイヤ管

理

直接接続モードSingleConnectサーバ

YesYesYesCisco UCS C260
M2サーバ

YesYesYesCisco UCS C420
M3サーバ

YesYesYesCisco UCS C460
M2サーバ

YesYesYesCisco UCS C460
M4サーバ

Cisco UCS Managerリリース 2.2(2a)以前をご使用の場合、現時点では Intel E5-2400 v2 CPUを
搭載した Cisco UCS C22および C24サーバでの統合はサポートされていません。統合は、Intel
E5-2400 v1 CPUのみサポートされます。

（注）

サーバのモデルと CIMCのバージョンに応じて、次の 3つの統合オプションのいずれか 1つを使
用して、ラックサーバと Cisco UCS Manager 2.2を接続できます。

CiscoUCSManagerは、ファブリックインターコネクト（FI）内で動作します。CiscoUCSManager
の以前のリリースでは、ファブリックエクステンダを使用してCシリーズサーバをファブリック
インターコネクトに接続し、CiscoUCSManagerでの管理を有効化する必要があります。CiscoUCS
Managerリリース2.2では、サーバアダプタをファブリックインターコネクトに直接、ファブリッ
クエクステンダを使用せず接続できます。

この管理サービスで使用できるインターフェイスのいずれかを使用して、ファブリックインター

コネクトに接続されたシャーシすべてのネットワークおよびサーバリソースにアクセスしたり、

これらを設定、管理、およびモニタしたりすることができます。Cisco UCS 6100シリーズまたは
6200シリーズのファブリックインターコネクトの詳細については、次のリンク先にあるマニュア
ルを参照してください。

•『Cisco UCS 6100 Series Fabric Interconnect』ドキュメンテーション

•『Cisco UCS 6200 Series Fabric Interconnect』ドキュメンテーション

この構成における Cisco Nexus 2232ファブリックエクステンダ（FEX）の詳細については、次の
リンク先にあるマニュアルを参照してください。

•『Cisco Nexus 2000 Series Fabric Extender』ドキュメンテーション
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ハードウェアメンテナンス

サーバや、特定のアダプタカードを交換する場合、サーバの稼働を中止し、再稼働する必要があ

ります。適切な『CiscoUCSManagerConfigurationGuide』で「Decommissioning aRack-Mount Server」
および「Recommissioning a Rack-Mount Server」のセクションを参照してください。

FEX の接続モードと検出
2通りの方法で FIに FEXを接続できます。Cisco UCSManager FIは FEX/シャーシのディスカバリ
モードに基づいて FEXを検出します。FEXの接続モードは、次のとおりです。

• Hard-Pinningモード：FEXが検出されると、サーバ側 FEXポートが接続中のアップリンク
ポートにピニング（固定）されます。Cisco UCS Managerは、確認済みのアップリンクポー
トの数に基づいて、サーバ側のポートをアップリンクポートにピニングします。ピニング

後、新しいアップリンクを追加するか、または既存のアップリンクを削除する場合、変更を

適用するために手動で FEXを確認する必要があります。

• Port-Channelモード：Port-Channelモードでは、ピニングはありません。単一のポートチャ
ネルはすべてのサーバ側ポートへのアップリンクとして機能します。すべてのアップリンク

ポートは、この単一のポートチャネルのメンバです。アップリンクポートの 1つがダウン
した場合、トラフィックは、使用可能な別のアップリンクポートに自動的に配信されます。

ポートチャネルモードは、6200シリーズ FIだけに適用されます。（注）

FEXと FI間を port-channelモードでケーブル接続する場合、アップリンクが FIポートに接続され
ている位置によって、使用可能な仮想インターフェイス（VIF）の名前空間が次のように異なりま
す。

• FEXからのポートチャネルアップリンクが、単一チップで管理される 1つのポートセット
（8ポート構成）内でのみ接続されている場合、CiscoUCSManagerはサーバ上で展開された
サービスプロファイルで使用される VIFの数を最大化します。

•アップリンク接続が個別のチップで管理される複数のポートに分散している場合、VIFの数
は少なくなります。たとえば、ポートチャネルの 7つのメンバをポート 1～ 7に接続し、8
つめのメンバをポート 9に接続した場合、このポートチャネルはメンバが 1つしかないかの
ように VIFをサポートします。
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Cisco UCS 6200シリーズ FIには、8個の隣接ポートから成るポートセットが 6組あります。ポー
トの各セットは単一チップで管理されます。FEXディスカバリポリシーとポートチャネルの割り
当てについては、『Cisco UCS Manager Configuration Guide』を参照してください。

図 1：ファブリックインターコネクトと拡張モジュールの 6 組のポートセット

FEX アップリンク数に基づく設定可能な vNIC/vHBA の最
大数

次の表に、FEXアップリンクの数に基づいて VICアダプタで設定可能な vNIC/vHBAの最大数を
説明します。

表 2：Cisco UCS 6100 Fabric Interconnect

VIC アダプタ P81E に設定可能な
VIC アダプタ上の vNICs/vHBA の
最大数

VIC アダプタ 1225、1225T、
1227、1227T、1385、1387T に設
定可能な VIC アダプタ上の
vNICs/vHBA の最大数

FEX と FI の間の確認済みリンク

サポート対象外サポート対象外1

432

1094

22218

表 3：Cisco UCS 6200 Fabric Interconnect

VIC アダプタ P81E に設定可能な
vNICs/vHBA の最大数

VIC アダプタ 1225、1225T、
1227、1227T、1385、1387T に設
定可能な VIC アダプタ上の
vNICs/vHBA の最大数

FEX と FI の間の確認済みリンク

13121

28272
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VIC アダプタ P81E に設定可能な
vNICs/vHBA の最大数

VIC アダプタ 1225、1225T、
1227、1227T、1385、1387T に設
定可能な VIC アダプタ上の
vNICs/vHBA の最大数

FEX と FI の間の確認済みリンク

58574

1181178

サポートされる RAID コントローラコンフィギュレーショ
ン

エクスパンダのないサーバのみが、Cisco UCSManager統合モードに複数のRAIDコントローラを
搭載できます。Cisco UCSManager統合モードに複数のRAIDコントローラを搭載できるサーバは
次のとおりです。

• Cisco UCS C24 M3（UCSC-C24-M3S2）

• Cisco UCS C420 M3（UCSC-C420-M3）

• Cisco UCS C240 M3（UCSC-C240-M3S2）

• Cisco UCS C240 M3 NEBS（UCSC-C240-SNEBS）

• Cisco UCS C260 M2（C260-BASE-2646）

このリスト以外で、複数のRAIDコントローラをインストールしたサーバは、検出ができません。

組み込みMegaRAID（Intel Patsburg Dual 4-Port SATAストレージコントロールユニット）コン
トローラは Cisco UCS Managerの統合ではサポートされていません。

（注）
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第 2 章

SingleConnect の設定

この章は、次の項で構成されています。

• SingleConnect, 9 ページ

• SingleConnectの重要なガイドライン, 10 ページ

• 管理接続ポリシーおよび接続モード, 10 ページ

• SingleConnectを Cisco UCS Managerと統合するための要件, 11 ページ

• Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続, 19 ページ

• SingleConnectクラスタセットアップの物理的な接続の図, 20 ページ

• 非クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと UCSドメインの接続, 22 ページ

• 統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理, 23 ページ

• サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法, 24 ページ

SingleConnect
Cisco UCS Manager 2.2では、NC-SIを使用して Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS
Managerを統合するオプションがサポートされています。このオプションを使用すれば、Cisco
UCS Managerを有効化して、管理トラフィックとデータトラフィックの両方に単一のケーブルを
使用し、Cシリーズラックマウントサーバを管理することができます。共有 LOMモードでは 2
つのポートを使用しますが、SingleConnectモードを使用する場合は、FEX上の 1つのホスト対面
ポートで、1台のラックマウントサーバを十分に管理できます。そのため、さらに多くのラック
マウントサーバをCiscoUCSManagerと接続して、統合サーバを管理できます。CiscoUCSManager
との統合のための正しいサーバファームウェアを使用していることを確認してください。使用し

ていない場合は、サーバファームウェアをアップグレードしてから、サーバをCiscoUCSManager
に統合してください。Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード, （58ページ）を参
照してください。
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Cシリーズラックマウントサーバ C200、C210、C250では、SingleConnectをサポートしてい
ません。

（注）

SingleConnect の重要なガイドライン
SingleConnectには、次の注意事項と制限事項があります。

• Cisco UCS Managerに対して SingleConnectを有効にするには、ラックサーバの SingleConnect
に割り当てられた特定のスロットに取り付けられている、Cisco UCS VIC 1225Cisco UCS VIC
1225T、CiscoUCSVIC 1227、CiscoUCSMLOM1227T、CiscoUCSVIC 1385、CiscoUCSMLOM
1387が必要です。VICが特定のスロットにある場合、SingleConnectは機能しません。

VIC 1225は特に UCSC-PCIE-CSC-02を指します。

VIC 1225Tは特に UCSC-PCIE-C10T-02を指します。

VIC 1227T MLOMは特に UCSC-MLOM-C10T-02を指します。

VIC 1385は特に UCSC-PCIE-C40Q-03を指します。

VIC 1387 MLOMは特に UCSC-MLOM-C40Q-03を指します。

重要

• Cisco UCS VIC 1225Cisco UCS VIC 1225T、Cisco UCS VIC 1227、Cisco UCS VIC 1227T、Cisco
UCS VIC 1385、Cisco UCS MLOM 1387は、デュアルワイヤ管理もサポートします。これら
のVICがインストールされている場合は、SingleConnectまたはデュアルワイヤ管理を接続オ
プションとして選択できます。デュアルワイヤ選択している場合、LOMも接続されているこ
とを確認します。

Cisco VIC 1225Tは、C220-M3、C240-M4、C220-M4、C460-M4、および C240-M3サーバでの
みサポートされます。Cisco MLOM 1227および 1227Tは、統合ソリューションの C240-M4お
よび C220-M4サーバでのみサポートされます。Cisco UCS VIC 1385と Cisco UCS MLOM 1387
は、C220 M4、C240 M4、および C460 M4サーバでのみサポートされます。

（注）

管理接続ポリシーおよび接続モード
Cシリーズラックマウントサーバの物理接続をCiscoUCSドメインで確立する場合は、CiscoUCS
Manager GUIまたは Cisco UCSManager CLIの接続モードと管理ポリシーを指定する必要がありま
す。管理ポリシーは、接続されているすべてのCシリーズラックマウントサーバ全体に対して適
用されます。接続モードでは、Cisco UCS Managerのラックサーバディスカバリを検出します。
直接接続は、サイドバンド接続のみをサポートします。

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
10

SingleConnect の設定
SingleConnect の重要なガイドライン



次に挙げるラックサーバ用の接続ポリシーのいずれか 1つを指定できます。

•自動応答：これは推奨モードであり、Cシリーズラックマウントサーバのデフォルトの接
続モードです。接続モードが物理接続を確立した直後に自動応答した場合、CiscoUCSManager
はラックサーバを検出し、指定管理ポリシーに基づいてサーバを管理し始めます。

•ユーザ確認：接続モードがユーザ確認の場合、物理接続が確立されると、ユーザが手動で接
続を確認し、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIで接続モードを指定し、
検出を開始する必要があります。Cisco UCS Managerは、ユーザが接続モードを指定するま
で Cシリーズラックマウントサーバの検出を開始しません。

ラックサーバが Cisco UCS Managerによって検出され、管理されているときに、Cシリーズ
ラックマウントサーバの既存の接続モードを変更するには、サーバを停止して再稼働し、新

しい接続モードを指定する必要があります。その後にのみ、Cisco UCS Managerは、新しい接
続モードでサーバを検出できます。

（注）

SingleConnect を Cisco UCS Manager と統合するための要
件

クラスタセットアップの要件

クラスタセットアップでCシリーズラックマウントサーバとCisco UCSManagerのシングルワイ
ヤの統合を作成するには、次の項目が必要です。

• Cisco UCS Manager2.2以降を実行している Cisco UCSシステム。

•次の表に記載されている任意の Cシリーズラックマウントサーバと対応する CIMCと UCS
Managerのリリースバージョン。

表 4：SingleConnect の統合に最低限必要な CIMC、BIOS、UCS Manager のバージョン

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C22 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C24 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C220 M3
サーバ

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
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UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C220 M4
サーバ（2.2.3以降
が必要）

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C240 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C240 M4
サーバ（2.2.3以降
が必要）

2.1(2a)1.4.71.4(6)Cisco UCS C260 M2
サーバ

2.1(2a)1.4.81.4(7)Cisco UCS C420 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.71.4(6)Cisco UCS C460 M2
サーバ

2.2(2a)1.5.71.5(7a)Cisco UCS C460 M4
サーバ

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
12

SingleConnect の設定
SingleConnect を Cisco UCS Manager と統合するための要件



Cisco UCS C220 M4サーバおよび Cisco UCS C240 M4サーバの場合、MLOM
またはVICのいずれかを使用してSingleConnectまたは直接接続モードでCisco
UCSManagerと統合することができます。接続の必要なアダプタは、次に説明
するように選択されます。

（注）

•MLOMのみ：サーバにMLOMのみが存在する場合、接続アダプタはデ
フォルトでMLOMです。

•MLOMおよびVICアダプタ：MLOMはデフォルトの接続アダプタです。

•MLOMなし：

• Cisco UCS C220 M4に VICが含まれている場合、Riser1 - Slot 1で
SingleConnectまたは直接接続に使用できる必要があります。

• Cisco UCS C240 M4に VICが含まれている場合は、2.2(5)より前の
リリースの場合はMLOMまたは PCIeスロット 2、2.2(5)以降のリ
リースの場合は任意の x16 PCIeスロットまたはMLOMで使用でき
ます。

•MLOMおよび VICなし：SingleConnectまたは直接接続はサポートされ
ません。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
13

SingleConnect の設定
SingleConnect を Cisco UCS Manager と統合するための要件



   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
14

SingleConnect の設定
SingleConnect を Cisco UCS Manager と統合するための要件



重要
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サーバに、Cisco UCS VIC 1225または Cisco VIC 1227または Cisco VIC 1225T
または Cisco VIC 1227Tまたは Cisco VIC 1385または Cisco VIC 1387 MLOMが
インストールされている必要があります。Cisco UCS VIC 1225または Cisco
VIC1227のファームウェアおよびブートローダのバージョンは次の通りです。

Cisco UCS 1225および 1227カードの場合：

•推奨：2.1(0.457a)

•最小限の要件：2.1(0.367e)

Cisco UCS 1225Tおよび 1227Tカードの場合：

•推奨バージョン：4.0.4b

•必要とされる最低限のバージョン：4.0.4b

Cisco UCS VIC 1385および Cisco MLOM 1387カードの場合：

•推奨バージョン：4.1.1a

•推奨バージョン：4.1.1a

Cisco UCS 1225、Cisco UCS 1225T、Cisco UCS 1227T、Cisco UCS 1227、Cisco
UCS 1385、Cisco UCS 1387 VICsは、SingleConnectをサポートしています。
SingleConnectに Cisco UCS VICを使用している場合、カードが次の表で説明
されているいずれかのスロットに挿入されていることを確認してください。

表 5：SingleConnect の統合のための Cisco UCS VIC スロット

PCIe スロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

MLOM、1Cisco UCS C220 M4サーバ

2Cisco UCS C240 M3サーバ

サポートされるスロット：Cisco UCS C240 M4サーバ

• 2.2(5)より前のリリースの場合：
MLOMまたは PCIeスロット 2

• 2.2(5)以降のリリースの場合：任
意の x16 PCIeスロットまたは
MLOM

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
16

SingleConnect の設定
SingleConnect を Cisco UCS Manager と統合するための要件



PCIe スロットサーバ

Cisco UCS C260 M2サーバ 7

4Cisco UCS C420 M3サーバ

1Cisco UCS C460 M2サーバ

4Cisco UCS C460 M4サーバ

•

Cisco UCS 1225、1225T、および 1385は、PCIeベースのアダプタ、Cisco VIC
1227、Cisco VIC 1227T、Cisco VIC 1387は、MLOMベースです。

（注）

• Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200シリーズ FI × 2。ファブリックエクステンダ（FEX）を
接続するスイッチポートはサーバポートとしてマークする必要があります。

• Cisco Nexus 2232PP FEX X 2。

FEXの 2つの電源装置それぞれに電源コードを接続する必要があります。電
源が接続されていて、ハードウェアに問題がある場合は、電源投入時自己診

断テスト（POST）の途中で「重大な」障害が報告されることがあります。た
とえば、次のエラーが表示されることがあります。「Power supply 1 in
fex 6 power: error」。不足している電源コードを FEX電源装置に接続
すると、エラーを解消できます。

（注）

• 10-Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル x 4。
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17

SingleConnect の設定
SingleConnect を Cisco UCS Manager と統合するための要件



（注） •各 FEXを対応する FIに接続するために 1本以上のケーブル。

•サーバと FEXの間のデータトラフィックパスを接続するために 2本以
上のケーブル。

• 6100シリーズ FIを使用している場合は、各 FEXから対応する FIに接続
するために 2本のケーブルが必要です。

• FEXから FIへのアップリンク用に少なくとも 4本のケーブル。10-Gbツ
インアキシャルケーブルまたは次の SFPタイプのケーブルのいずれかを
使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクでSFP
のタイプを混在させると、「Discovery Failed」のエラーが表示されま
す。

重要
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非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、サーバを非クラス
タセットアップで統合する場合、次のコンポーネントが必要になります。

• CiscoUCS6100シリーズまたは6200シリーズFIx1。ファブリックエクステンダ（FEX）
を接続するスイッチポートはサーバポートとしてマークする必要があります。

• Cisco Nexus 2232PP FEX x 1。

• 10 Gb SFPケーブル x 3。

（注） • 6200シリーズ FIを使用している場合、SFPケーブルの最小要件は 2で
す。

•サーバと FEXの間のデータトラフィックパスを接続するために 1本以
上のケーブル。

• FEXから FIへのアップリンク用に少なくとも 2本のケーブル。FEXから
FIへのアップリンクに使用する2本のケーブルのそれぞれとして、10-Gb
ツインアキシャルケーブルか、次の Small Form-Factor Pluggable（SFP）
タイプのケーブルのいずれかを使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

C シリーズサーバと Cisco UCS ドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

はじめる前に

Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの CIMCが工場出荷時の設定に設定されているこ
とを確認してください。

重要

サーバに接続する前に、Cisco UCS VIC 1225、Cisco UCS VIC 1225T、Cisco UCS VIC 1227T、Cisco
UCS VIC 1227、Cisco UCS VIC 1385または Cisco UCS VIC 1387が Cisco UCS Managerと統合する
ための適切なスロットに装着されていることを確認します。カードが正しいスロットに装着され

ていないと、サーバのシングルワイヤ管理を有効にできません。
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手順

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してく
ださい。インストールガイドは、Install and Upgrade Guidesの URLから入手できます。http://
www.cisco.com/en/US/products/ps10493/prod_installation_guides_list.html

ステップ 2 FEXにデータトラフィックと管理トラフィックの両方を伝送するパスを接続します。
a) サーバの 10 Gbアダプタカードとファブリック Aに接続された FEXのポート間を 10 Gb SFP
ケーブルで接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

b) サーバの 10 Gbアダプタカードとファブリック Bに接続された FEXのポート間を 10 Gb SFP
ケーブルで接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

ステップ 3 FEXから FIへのパスを接続します。
a) FEX Aと FI Aの 2つのポート間を少なくとも 2本の 10-Gb SFPケーブルで接続します。FI A
の任意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりま

せん。

b) FEX Bと FI Bの 2つのポート間を少なくとも 2本の 10-Gb SFPケーブルで接続します。FI B
の任意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりま

せん。

（注）

• FEXでは、アップリンクに 8ポートの右側のブロックだけを使用できます。アップリン
クの最大数は 8です。

•アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery
Failed」というエラーが発生します。

ステップ 4 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地された AC電源コンセントにコードを接続
します。

ステップ 5 サーバをリブートします。

SingleConnect クラスタセットアップの物理的な接続の図
次の図では、CシリーズラックマウントサーバとCiscoUCSドメイン、およびCiscoUCSManager
Release 2.1以降との物理的な接続の例について説明します。この図は、Cisco UCSManagerと Cシ
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リーズラックマウントサーバの統合のための配線設定を示しています。金色で示されたパスで

は、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

図 2：SingleConnect の配線設定

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cシリーズラックマウントサーバ5Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）2
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サポートされる PCIeスロットまたは
MLOMスロットの Cisco UCS VIC。

（注） • MLOMベースのアダプタ
（Cisco UCS VIC 1227お
よび1227T）は、C220M4
およびC240M4サーバで
のみサポートされます。

• 10G接続で Cisco VIC
1385および 1387を使用
すると、10G/40Gの
Qualified Security Assessor
（QSA）認定コンバータ
が必要となりますが、4x
10ブレークアウト Small
Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブルおよび
4 x 10アクティブ光ケー
ブル（OAC）は使用でき
ません。

6Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

3

非クラスタセットアップでの C シリーズサーバと UCS
ドメインの接続

「Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続」での説明と同じ
ステップに従います。FIと FEXを 2つずつ接続する代わりに、FIと FEXを各 1つのみ接続しま
す。

図 3：シングルワイヤ非クラスタセットアップの例

次の図は、シングルワイヤ管理での非クラスタセットアップの例です。
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Cシリーズラックマウントサーバ4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

サポートされる PCIeスロットまたは
MLOMスロットの Cisco UCS VIC。

10G接続で Cisco VIC 1385お
よび 1387を使用すると、
10G/40Gの Qualified Security
Assessor（QSA）認定コンバー
タが必要となりますが、4 x 10
ブレークアウト Small
Form-Factor Pluggable（SFP）
ケーブルおよび4x10アクティ
ブ光ケーブル（OAC）は使用
できません。

（注）

5SingleConnect接続2

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3

統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCSドメインを使用して、Cisco UCS Managerに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスク
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はすべて、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIのサービスプロファイルからの
み実行します。CシリーズラックマウントサーバのCisco IMCは、CiscoUCSManagerによるサー
バの管理を開始すると、使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。

Cシリーズラックマウントサーバの Cisco UCS Managerからの管理の詳細については、各リリー
スの『Cisco UCSManager Configuration Guide』の「Managing Rack-Mount Servers」の章を参照して
ください。

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCSManagerソフトウェアを使用してCisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、そのサー
バにUCSManagerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタンドアロ
ンモードに戻す（すなわち CIMCソフトウェアで管理できるようにする）場合は、UCS Manager
で次の処理を行う必要があります。

手順

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。

ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCSManagerによっ
て割り当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがありま
す。これによって番号付けが重複し、UCSManagerで管理されている他のサーバとの間で
競合が生じる可能性があります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せず

にサーバをスタンドアロンモードに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI
RAIDコントローラがブート可能デバイスとして表示されないため、ローカルでの再起動
ができなくなります。

注意

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
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第 3 章

直接接続の設定

この章は、次の項で構成されています。

• 直接接続モード, 25 ページ

• 直接接続モードでの Cisco UCS Manager 2.2との統合の要件 , 26 ページ

• 管理接続ポリシーおよび接続モード, 32 ページ

• Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続, 33 ページ

• 直接接続モードクラスタセットアップの物理的な接続の説明, 34 ページ

• 非クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと UCSドメインの接続, 35 ページ

• SingleConnectから直接接続モードへの Cシリーズサーバの移行, 36 ページ

• デュアルワイヤ管理から直接接続モードへの Cシリーズサーバの移行, 36 ページ

• 統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理, 38 ページ

• サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法, 38 ページ

直接接続モード
Cisco UCS Manager 2.2は、ファブリックインターコネクトに Cシリーズラックマウントサーバ
を直接接続するオプションをサポートしています。ファブリックエクステンダは必要ありませ

ん。このオプションを使用すれば、CiscoUCSManagerを有効化して、管理トラフィックとデータ
トラフィックの両方に単一のケーブルを使用し、Cシリーズラックマウントサーバを管理するこ
とができます。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
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（注） • FIとサーバを接続した後でサーバが検出されたときは、Cisco UCS Managerリリース 2.2
向けの Cシリーズソフトウェアバンドルを必ず更新します。

• 10G接続で Cisco VIC 1385および 1387を使用すると、10G/40G QSFPコンバータが必要
となりますが、4 x 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブルおよび
4 x 10アクティブ光ケーブル（OAC）は使用できません。

直接接続モードを使用する場合は、Cisco UCSのすべての管理対象アダプタをファブリックイン
ターコネクトのサーバポートに接続する必要があります。直接接続モードでのCiscoUCSManager
2.2との統合の要件 , （26ページ）に一覧表示されているサーバファームウェアを使用している
ことを確認します。使用していない場合は、サーバファームウェアをアップグレードしてから、

サーバを Cisco UCS Managerに統合してください。Cシリーズサーバのファームウェアのアップ
グレード, （58ページ）を参照してください。

Cシリーズラックマウントサーバ C200、C210、C250では、直接接続をサポートしていませ
ん。

（注）

VIF の拡張性

サーバの各アダプタでは最大 120の仮想インターフェイスが利用でき、ファブリックインターコ
ネクトに直接接続されます。

直接接続モードでの Cisco UCS Manager 2.2 との統合の要
件

クラスタセットアップの要件

クラスタセットアップでCシリーズラックマウントサーバとCisco UCSManagerの直接接続の統
合を作成するには、次の製品が必要です。

• Cisco UCS Manager Release 2.2以降を実行している Cisco UCSシステム。

•次の表に記載されているサポート対象の Cisco UCS Cシリーズサーバのいずれかと対応する
CIMCのリリースバージョン。

表 6：直接接続モードの統合に最低限必要な CIMC、BIOS、UCS Manager のバージョン

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C22 M3
サーバ
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UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C24 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C220 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C220 M4
サーバ（2.2.3以降
が必要）

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C240 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C240 M4
サーバ（2.2.3以降
が必要）

2.1(2a)1.4.71.4(6)Cisco UCS C260 M2
サーバ

2.1(2a)1.4.81.4(7)Cisco UCS C420 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.71.4(6)Cisco UCS C460 M2
サーバ

2.2(2a)1.5.71.5(7a)Cisco UCS C460 M4
サーバ

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
27

直接接続の設定

直接接続モードでの Cisco UCS Manager 2.2 との統合の要件



Cisco UCS C220 M4サーバおよび Cisco UCS C240 M4サーバの場合、MLOM
またはVICのいずれかを使用してSingleConnectまたは直接接続モードでCisco
UCSManagerと統合することができます。接続の必要なアダプタは、次に説明
するように選択されます。

（注）

•MLOMのみ：サーバにMLOMのみが存在する場合、接続アダプタはデ
フォルトでMLOMです。

•MLOMおよびVICアダプタ：MLOMはデフォルトの接続アダプタです。

•MLOMなし：

• Cisco UCS C220 M4では、VICは Riser1 - Slot 1で直接接続に使用で
きる必要があります。

• Cisco UCS C240M4では、VICは、2.2(5)より前のリリースの場合は
MLOMまたは PCIeスロット 2、2.2(5)以降のリリースの場合は任意
の x16 PCIeスロットまたはMLOMで使用できます。

•MLOMおよび VICなし：SingleConnectまたは直接接続はサポートされ
ません。

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
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重要
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直接接続は SingleConnectをサポートする VICファームウェアのみをサポート
します。サーバに、Cisco UCS VIC 1225または Cisco UCS VIC 1227または
Cisco UCS VIC 1225または Cisco UCS VIC 1227または Cisco UCS VIC 1385ま
たは Cisco UCS VIC 1387 MLOMがインストールされている必要があります。
ファームウェアとブートローダバージョンは次のとおりです。

Cisco UCS VIC 1225または Cisco UCS VIC 1227カードの場合：

•推奨：2.1(0.457a)

•最小限の要件：2.1(0.367e)

Cisco UCS VIC 1225または Cisco UCS VIC 1227カードの場合：

•推奨：4.0.4b

•最小限の要件：4.0.4b

Cisco UCS VIC 1225または Cisco UCS VIC 1227カードの場合：

•推奨：4.1.1a

•最小限の要件：4.1.1a

Cisco UCSVICアダプタは次の表に記載されているように、各サーバの正しい
スロットに装着する必要があります。

表 7：直接接続の統合のための Cisco UCS VIC アダプタスロット

PCIe スロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M4サーバ

2Cisco UCS C240 M3サーバ

サポートされるスロット：Cisco UCS C240 M4サーバ

• 2.2(5)より前のリリースの場合：
MLOMまたは PCIeスロット 2

• 2.2(5)以降のリリースの場合：任
意の x16 PCIeスロットまたは
MLOM

7Cisco UCS C260 M2サーバ
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PCIe スロットサーバ

Cisco UCS C420 M3サーバ 4

1Cisco UCS C460 M2サーバ

4Cisco UCS C460 M4サーバ

• Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200シリーズ FI × 2。ポートはサーバポートとして設定する
必要があります。

• 1枚のカードに少なくとも 2本の 10-Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル。

非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、サーバを非クラス
タセットアップで統合する場合、次のコンポーネントが必要になります。

• Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200シリーズ FI x 1。ポートはサーバポートとして設
定する必要があります。

•カードごとに少なくとも 1本の 10-Gb SFPケーブル。両方のポートから同じ FIにカー
ドを接続することはできません。

管理接続ポリシーおよび接続モード
Cシリーズラックマウントサーバの物理接続をCiscoUCSドメインで確立する場合は、CiscoUCS
Manager GUIまたは Cisco UCSManager CLIの接続モードと管理ポリシーを指定する必要がありま
す。管理ポリシーは、接続されているすべてのCシリーズラックマウントサーバ全体に対して適
用されます。接続モードでは、Cisco UCS Managerのラックサーバディスカバリを検出します。
直接接続は、サイドバンド接続のみをサポートします。

次に挙げるラックサーバ用の接続ポリシーのいずれか 1つを指定できます。

•自動応答：これは推奨モードであり、Cシリーズラックマウントサーバのデフォルトの接
続モードです。接続モードが物理接続を確立した直後に自動応答した場合、CiscoUCSManager
はラックサーバを検出し、指定管理ポリシーに基づいてサーバを管理し始めます。

•ユーザ確認：接続モードがユーザ確認の場合、物理接続が確立されると、ユーザが手動で接
続を確認し、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIで接続モードを指定し、
検出を開始する必要があります。Cisco UCS Managerは、ユーザが接続モードを指定するま
で Cシリーズラックマウントサーバの検出を開始しません。
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ラックサーバが Cisco UCS Managerによって検出され、管理されているときに、Cシリーズ
ラックマウントサーバの既存の接続モードを変更するには、サーバを停止して再稼働し、新

しい接続モードを指定する必要があります。その後にのみ、Cisco UCS Managerは、新しい接
続モードでサーバを検出できます。

（注）

C シリーズサーバと Cisco UCS ドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

はじめる前に

Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの CIMCが工場出荷時の設定に設定されているこ
とを確認してください。

重要

• FIポートがサーバポートとして設定されていることを確認します。設定されていない場合、
Cisco UCS Managerの GUIを使用してサーバポートとしてポートを再設定します。

•サーバを接続する前に、Cisco UCS VIC 1225または Cisco UCS 1227が Cisco UCS Managerと
の統合用の正しいスロットに装着されていることを確認します。カードが正しいスロットに

装着されていないと、サーバの直接接続管理を有効にできません。

手順

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してく
ださい。インストールガイドは、Install and Upgrade Guidesの URLから入手できます。http://
www.cisco.com/en/US/products/ps10493/prod_installation_guides_list.html

ステップ 2 FIでサーバポートを設定します。

ステップ 3 Cisco UCS VIC 1225または Cisco VIC 1227から FI上のサーバポートにパスを接続します。
a) サーバと FI A上の 1つのポートを 1本の 10-Gb SFPケーブルで接続します。FI Aの任意のポー
トを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりません。

必ず、VICから 1本のケーブルを 1つのカード用の FIに接続します。同じ FIで両方のポート
を接続することはできません。

b) サーバと FI B上の 1つのポートを 1本の 10-Gb SFPケーブルで接続します。FI Bの任意のポー
トを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりません。

アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、
「Discovery Failed」というエラーが発生します。

（注）
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ステップ 4 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地された AC電源コンセントにコードを接続
します。

電源を入れるとサーバディスカバリが開始されます。

直接接続モードクラスタセットアップの物理的な接続の

説明
次の図では、Cシリーズラックマウントサーバ Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Manager Release
2.2との直接接続モードの物理的な接続の例について説明します。この図は、Cisco UCS Manager
とCシリーズラックマウントサーバの統合のための配線設定を示しています。金色で示されたパ
スでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

図 4：直接接続の配線設定

Cシリーズラックマウントサーバ3Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

サポート対象の PCIeスロットの Cisco
UCS VIC 1225。

10G接続で Cisco VIC 1385お
よび 1387を使用すると、
10G/40Gの Qualified Security
Assessor（QSA）認定コンバー
タが必要となりますが、4 x 10
ブレークアウト Small
Form-Factor Pluggable（SFP）
ケーブルおよび4x10アクティ
ブ光ケーブル（OAC）は使用
できません。

（注）

4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

2
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非クラスタセットアップでの C シリーズサーバと UCS
ドメインの接続

Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続, （33ページ）で説
明した同じステップを実行します。クラスタセットアップを行う際に、2つの FIを使用して 2本
のケーブル接続する代わりに、1つの FIだけを 1本のケーブルを使用して 1つのアダプタに接続
します。

図 5：直接接続モード非クラスタセットアップの物理接続の図

次の図は、サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線を表しています。金色で示された
パスでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

Cシリーズラックマウントサーバ21

Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファブ
リック A） サポート対象の PCIeスロットの Cisco

VIC。
10G接続で Cisco VIC 1385お
よび 1387を使用すると、
10G/40Gの Qualified Security
Assessor（QSA）認定コンバー
タが必要となりますが、4 x 10
ブレークアウト Small
Form-Factor Pluggable（SFP）
ケーブルおよび4x10アクティ
ブ光ケーブル（OAC）は使用
できません。

（注）

3
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SingleConnect から直接接続モードへの C シリーズサーバ
の移行

移行手順を実行する前に、Cisco UCS Manager GUIの [Global Policies]ページで、[Rack Discovery
Policy]と [Rack Management Connection Policies]が [Immediate]と [Auto Acknowledge]といったデ
フォルトに設定されていることを確認します。これにより、FIにサーバを直接接続した後に、サー
バが迅速に検出され、ユーザの介入を待機することなく、CiscoUCSManagerで管理が開始されま
す。

SingleConnect FEX接続からの直接接続への移行は、破壊的なプロセスです。これは必ず計画
された停止期間中に実行してください。この手順を完了するまで 15～ 20分かかる場合があり
ます。

注意

手順

ステップ 1 FIでサーバポートを設定します。

ステップ 2 FEXからケーブルを取り外し、ファブリックインターコネクトのポートに接続します。

ステップ 3 Cisco UCS Managerの GUIでサーバを右クリックし、ポップアップメニューから [Recover Server]
または [Server Maintenance]を選択します。

ステップ 4 [Re-acknowledge]をクリックし、[OK]を選択します。
これによりサーバがリブートされます。

サーバがリブートしたら、通常の操作を再開できます。

デュアルワイヤ管理から直接接続モードへの C シリーズ
サーバの移行

移行手順を実行する前に、Cisco UCS Manager GUIの [Global Policies]ページで、[Rack Discovery
Policy]と [Rack Management Connection Policies]が [Immediate]と [Auto Acknowledge]といったデ
フォルトに設定されていることを確認します。これにより、FIにサーバを直接接続した後に、サー
バが迅速に検出され、ユーザの介入を待機することなく、CiscoUCSManagerで管理が開始されま
す。
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注意 •デュアルワイヤ FEX接続からの直接接続への移行は、破壊的なプロセスです。これは必
ず計画された停止期間中に実行してください。この手順を完了するまで 15～ 20分かか
る場合があります。

•移行を実行する前にサーバの稼働を中止する必要があります。

デュアルワイヤ管理モードで接続されたサーバに直接接続モードを有効にするには、アダプタを

変更する必要があります。アダプタの変更は、ベアメタルWindowsシステムの PCIe番号付けに
影響を与える可能性があります。OSでリストされたアダプタがあった場合、変更後にそれらはア
ダプタ 4と 3になります。スタティックアドレッシングを使用している場合、前のアダプタを
サーバから取り外す必要があります。詳細については、次のサイトを参照してください。
http://support.microsoft.com/kb/269155

手順

ステップ 1 FIでサーバポートを設定します。

ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

ステップ 3 Cisco UCSVIC 1225またはCisco UCSVIC 1227を使用していない場合は、サーバでCisco UCSVIC
を物理的に変更します。

a) サーバの背面から電源ケーブル、管理 LOM、および SEP Twinax接続を取り外します。
b) サーバをラックから引っ張り出して上部カバーを取り外します。
c) PCIeライザカードをスロットから取り外し、既存のアダプタを取り外してからCiscoUCSVIC

1225を取り付けます。
d) PCIeライザカードをスロットに戻し、サーバに上部カバーを取り付け、サーバをラックに押
し込んで戻します。

e) （省略可能）デュアルワイヤモードで FEXを任意のサーバに接続する必要がなくなった場合
は、Cisco UCS Managerから FEXのプラグを抜き、ラックサーバから電源ケーブルと FEXの
プラグを抜きます。

ステップ 4 Cisco VICポートから FIポートに SFP Twinaxケーブルを接続します。

ステップ 5 サーバに電源ケーブルを再接続します。

CIMCにはスタンバイがあるので、サーバに電力を供給する必要はありません。

次の作業

CiscoUCSManagerGUIからサーバを再稼働します。再稼働が完了すると、サーバは稼働できる状
態になり、サービスプロファイルをサーバに適用できます。
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統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCSドメインを使用して、Cisco UCS Managerに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスク

はすべて、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIのサービスプロファイルからの
み実行します。CシリーズラックマウントサーバのCisco IMCは、CiscoUCSManagerによるサー
バの管理を開始すると、使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。

Cシリーズラックマウントサーバの Cisco UCS Managerからの管理の詳細については、各リリー
スの『Cisco UCSManager Configuration Guide』の「Managing Rack-Mount Servers」の章を参照して
ください。

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCSManagerソフトウェアを使用してCisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、そのサー
バにUCSManagerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタンドアロ
ンモードに戻す（すなわち CIMCソフトウェアで管理できるようにする）場合は、UCS Manager
で次の処理を行う必要があります。

手順

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。

ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCSManagerによっ
て割り当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがありま
す。これによって番号付けが重複し、UCSManagerで管理されている他のサーバとの間で
競合が生じる可能性があります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せず

にサーバをスタンドアロンモードに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI
RAIDコントローラがブート可能デバイスとして表示されないため、ローカルでの再起動
ができなくなります。

注意
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第 4 章

デュアルワイヤ管理の設定

この章は、次の項で構成されています。

• デュアルワイヤ管理, 39 ページ

• デュアルワイヤを Cisco UCS Managerと統合するための要件, 40 ページ

• Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続, 45 ページ

• クラスタセットアップの物理的な接続の図, 47 ページ

• 非クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと UCSドメインの接続, 48 ページ

• 統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理, 50 ページ

• サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法, 50 ページ

• デュアルワイヤ統合向けにサポートされているネットワークアダプタカード, 51 ページ

• 統合型サーバに関する特記事項, 53 ページ

デュアルワイヤ管理
Cisco UCS Managerバージョン 2.2は、共有 LOMを通じて既存のラックサーバ統合および管理オ
プションをサポートし、データトラフィックと管理トラフィックに 2本の別々のケーブルを使用
します。CiscoUCSManagerと統合するための前提条件は、Cシリーズサーバ内に組み込まれてい
ます。Cisco UCS Managerとの統合のための正しいサーバファームウェアを使用していることを
確認してください。使用していない場合は、サーバファームウェアをアップグレードしてから、

サーバを Cisco UCS Managerに統合してください。Cシリーズサーバのファームウェアのアップ
グレード, （58ページ）を参照してください。
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デュアルワイヤを Cisco UCS Manager と統合するための
要件

クラスタセットアップの要件

クラスタセットアップで Cシリーズサーバを Cisco UCS Managerバージョン 2.2と統合するため
の要件は次のとおりです。

• Cisco UCS Managerソフトウェア Release 2.2が動作する Cisco UCSシステム。

•デュアルワイヤの統合をサポートするアダプタ。

•任意の Cisco UCS Cシリーズサーバおよび対応する Cisco UCS Managerリリースバージョ
ン。
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（注）
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• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード（N2XX-ACPCI01）を装着
して、UCS統合のためにこのカードを使用する場合、最低カードファー
ムウェアのレベル要件は 2.0(2g)です。Cisco UCS P81E仮想インターフェ
イスカード（N2XX-ACPCI01）については、『Install andUpgradeGuides』
の特記事項の項を参照してください。P81E UBOOTのファームウェアの
アップデートについては、「統合型サーバでのCiscoUCSP81EVICファー
ムウェアと ubootイメージの更新」を参照してください。

• Cisco UCS 1225、Cisco UCS 1225T、Cisco UCS 1227T、および Cisco UCS
1227 VICは、デュアルワイヤ管理もサポートします。デュアルワイヤ管
理用に Cisco UCS 1225 VIC、Cisco UCS 1225T、Cisco UCS 1227T、Cisco
UCS VIC 1385、Cisco UCS VIC 1387または Cisco UCS 1227を使用してい
る場合、次の表にある説明に従って、カードがいずれかのスロットに挿

入されていることを確認してください。

表 8：デュアルワイヤ統合のための Cisco UCS VICスロット

PCIe スロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

任意の x16スロットCisco UCS C220 M4サーバ

2、5Cisco UCS C240 M3サーバ

サポートされるスロット：Cisco UCS C240 M4サーバ

• 2.2(5)より前のリリースの場
合：MLOMまたは PCIeス
ロット 2

• 2.2(5)以降のリリースの場合：
任意の x16 PCIeスロットまた
はMLOM

1、7Cisco UCS C260 M2サーバ

1、4、7Cisco UCS C420 M3サーバ

1、2Cisco UCS C460 M2サーバ

2、3、4、5、7、8、9、10Cisco UCS C460 M4サーバ

スロット 1と 6は、Cisco
VIC1225のインストール

（注）
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PCIe スロットサーバ

をサポートしていませ

ん。

• Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200シリーズ FI × 2。サーバトラフィックを伝送するスイッ
チポートがサーバポートとしてイネーブルになっている必要があります。

• Cisco Nexus 2232PP FEX X 2。

FEXの 2つの電源装置それぞれに電源コードを接続する必要があります。電
源装置が電源に接続されていない場合は、電源投入時自己診断テスト（POST）
中に「重大な」障害の報告が表示されることがあります。たとえば、「Power
supply 1 in fex 6 power: error」などです。不足している電源コー
ドを FEX電源装置に接続すると、これらのエラーをクリアできます。

（注）

• RJ-45イーサネットケーブル × 2。RJ-45イーサネットケーブルが管理トラフィックパスを
接続するために使用されます。

• 1000BASE-T SFPトランシーバ（GLC-T）× 2。

• 10-Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル x 4。

（注） •各 FEXを対応する FIに接続するために 1本以上のケーブル。

•サーバと FEXの間のデータトラフィックパスを接続するために 2本以
上のケーブル。

• 6100シリーズ FIを使用している場合は、各 FEXから対応する FIに接続
するために 2本のケーブルが必要です。

• FEXから FIへのアップリンク用に少なくとも 4本のケーブル。10-Gbツ
インアキシャルケーブルまたは次の SFPタイプのケーブルのいずれかを
使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE
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アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクでSFP
のタイプを混在させると、「Discovery Failed」のエラーが表示されま
す。

重要

非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、サーバを非クラス
タセットアップで統合する場合、次のコンポーネントが必要になります。

• CiscoUCS6100シリーズまたは6200シリーズFIx1。ファブリックエクステンダ（FEX）
を接続するスイッチポートはサーバポートとしてマークする必要があります。

• Cisco Nexus 2232PP FEX x 1。

• RJ-45イーサネットケーブル x 1。RJ-45イーサネットケーブルは管理トラフィックパ
スを接続します。

• 1000BASE-T SFPトランシーバ（GLC-T）x 1。

• 10 Gb SFPケーブル x 3。

（注） • 6200シリーズ FIを使用している場合、SFPケーブルの最小要件は 4で
す。

•サーバと FEXの間のデータトラフィックパスの接続用のケーブルX 2。

• FEXからファブリックインターコネクトへのアップリンク用のケーブル
X 4。FEXから FIへのアップリンクに使用する 4本のケーブルのそれぞ
れとして、サポートされている 10-Gbツインアキシャルケーブルか、次
の SFPタイプのケーブルのいずれかを使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

C シリーズサーバと Cisco UCS ドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

各 Cシリーズラックマウントサーバの接続の図については、クラスタセットアップの物理的な
接続の図, （47ページ）を参照してください。
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Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの CIMCが工場出荷時の設定に設定されているこ
とを確認してください。

重要

手順

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してく
ださい。インストールガイドは、Install and Upgrade Guidesの URLから入手できます。http://
www.cisco.com/en/US/products/ps10493/prod_installation_guides_list.html

ステップ 2 管理トラフィックのパスを接続するには、次の手順を実行します。

a) 1つの GLC-Tトランシーバをファブリック Aに接続されている FEXのポートに挿入します。
FEXの任意のポートを使用できます。

b) 1つの GLC-Tトランシーバをファブリック Bに接続されている FEXのポートに挿入します。
FEXの任意のポートを使用できます。

c) サーバの背面パネルにある 1 Gbポートと、ファブリックAの FEXに挿入したトランシーバと
の間を、RJ-45イーサネットケーブルで接続します。

d) サーバの背面パネルにある 1 Gbポートと、ファブリック Bの FEXに挿入したトランシーバと
の間を、RJ-45イーサネットケーブルで接続します。

ステップ 3 データトラフィックのパスを接続するには、次の手順を実行します。

a) サーバの 10 Gbアダプタカードとファブリック Aの FEXのポート間を 10 Gb SFPケーブルで
接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

b) サーバの 10 Gbアダプタカードとファブリック Bの FEXのポート間を 10 Gb SFPケーブルで
接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

ステップ 4 FEXから FIへのパスを接続します。これらのパスでは、データトラフィックと管理トラフィッ
クの両方が伝送されます。

a) FEX Aと FI Aの 2つのポート間を 10-Gb SFPケーブルで接続します。FI Aの任意のポートを
使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりません。

b) FEX Bと FI Bの 2つのポート間を 10-Gb SFPケーブルで接続します。FI Bの任意のポートを
使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートでなければなりません。

（注）

• FEXでは、アップリンクに 8ポートの右側のブロックだけを使用できます。

•アップリンクの最大数は 8です。FEXと FIとの間のポートの配線に関する要件は、Cisco
UCS Managerの FIディスカバリポリシーに基づいて変化します。

•アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery
Failed」というエラーが発生します。
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ステップ 5 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地された AC電源コンセントにコードを接続
します。

ステップ 6 サーバをリブートします。

クラスタセットアップの物理的な接続の図
次の図では、Cシリーズラックマウントサーバ Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Managerリリー
ス 2.0との物理的な接続の例について説明します。

次の図では、Cisco UCS Managerと Cシリーズラックマウントサーバの統合に使用するケーブル
構成を示しています。青で示されているパスは管理トラフィックを伝送します。ゴールドで示さ

れたパスでは、データトラフィックが伝送されます。

図 6：クラスタセットアップのケーブル構成

Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック
B）

6Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

Cシリーズラックマウントサーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3
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サポートされた PCIeスロットの 10 Gb
アダプタカード

10G接続で Cisco VIC 1385お
よび 1387を使用すると、
10G/40Gの Qualified Security
Assessor（QSA）認定コンバー
タが必要となりますが、4 x 10
ブレークアウト Small
Form-Factor Pluggable（SFP）
ケーブルおよび4x10アクティ
ブ光ケーブル（OAC）は使用
できません。

（注）

9Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック B）

4

FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）

5

非クラスタセットアップでの C シリーズサーバと UCS
ドメインの接続

「Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続」での説明と同じ
ステップに従います。FIと FEXを 2つずつ接続する代わりに、FIと FEXを各 1つのみ接続しま
す。

図 7：デュアルワイヤ非クラスタセットアップの例

次の図は、デュアルワイヤ管理での非クラスタセットアップの例です。
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Cisco UCS Cシリーズサーバ4Cisco UCS 6100シリーズまたは 6200 FI（ファ
ブリック A）

1

1 Gbイーサネット LOMポート5FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

サポートされるスロットの10Gbアダプ
タ

10G接続で Cisco VIC 1385お
よび 1387を使用すると、
10G/40Gの Qualified Security
Assessor（QSA）認定コンバー
タが必要となりますが、4 x 10
ブレークアウト Small
Form-Factor Pluggable（SFP）
ケーブルおよび4x10アクティ
ブ光ケーブル（OAC）は使用
できません。

（注）

6Cisco Nexus 2232PP FEX（ファブリック A）3
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統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCSドメインを使用して、Cisco UCS Managerに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスク

はすべて、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIのサービスプロファイルからの
み実行します。CシリーズラックマウントサーバのCisco IMCは、CiscoUCSManagerによるサー
バの管理を開始すると、使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。

Cシリーズラックマウントサーバの Cisco UCS Managerからの管理の詳細については、各リリー
スの『Cisco UCSManager Configuration Guide』の「Managing Rack-Mount Servers」の章を参照して
ください。

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCSManagerソフトウェアを使用してCisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、そのサー
バにUCSManagerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタンドアロ
ンモードに戻す（すなわち CIMCソフトウェアで管理できるようにする）場合は、UCS Manager
で次の処理を行う必要があります。

手順

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。

ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCSManagerによっ
て割り当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがありま
す。これによって番号付けが重複し、UCSManagerで管理されている他のサーバとの間で
競合が生じる可能性があります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せず

にサーバをスタンドアロンモードに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI
RAIDコントローラがブート可能デバイスとして表示されないため、ローカルでの再起動
ができなくなります。

注意
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デュアルワイヤ統合向けにサポートされているネット

ワークアダプタカード
次のネットワークアダプタカードは、Cisco UCS Managerの統合をサポートしています。

•シスコの仮想インターフェイスカード（VIC）

•統合型ネットワークアダプタ（CNA）

•イーサネットアダプタ

サポートされるアダプタカード

次の表では、で Cisco UCS Managerと統合された Cシリーズラックマウントサーバで公式にサ
ポートされているアダプタカードを示します。

（注） • Cisco UCSManagerは、次の表のアダプタカードのうち最大 4つに管理サポートを提供し
ます。

•『C-Series Hardware Installation Guide』で、サーバタイプごとにサポートされる VICの数
を確認してください。

表 9：サポートされるアダプタカード

C460
M4

C460
M2

C420
M3

C260
M2

C250
M2

C240
M4

C240
M3

C220
M4

C220
M3

C210
M2

C200
M2

C24
M3S

C22
M3S

アダプタ/サーバ
モデル

YYYY-YYYY--YYCisco UCS 1225
VIC

（UCSC-PCIE-CSC-02）

Y----YYYY----Cisco UCS 1225
VIC

（UCSC-PCIE-C10T-02）

-Y-YY-Y-YYYYYCisco UCS P81E
VIC

（N2XX-ACPCI01）
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C460
M4

C460
M2

C420
M3

C260
M2

C250
M2

C240
M4

C240
M3

C220
M4

C220
M3

C210
M2

C200
M2

C24
M3S

C22
M3S

アダプタ/サーバ
モデル

-----Y-Y-----Cisco UCS 1227
（mLOM）

UCSC-MLOM-CSC-02

-----Y-Y-----Cisco MLOM
1227T

（UCSC-MLOM-C10T-02）

Y---Y-Y-----Cisco UCS 1385
VIC

（UCSC-PCIE-C40Q-03）

Y---Y-Y-----Cisco MLOM 1387

（UCSC-MLOM-C40Q-03）

-Y-YY----YY--Emulex
OCe10102-F CNA

（N2XX-AEPCI01）

Y-Y--YYYY--YYEmulex
OCe11102-FXCNA

（UCSC-PCIE-ESFP）

-----Y-Y-----Emulex OCe 14102

（UCSC-PCIE-E14102）

-----Y-Y-----Emulex OCe
14102B

（UCSC-PCIE-E14102B）

-Y-YY----YY--QLogic QLE8152
CNA

（N2XX-AQPCI01）

--Y---Y-Y--YYQLogic QLE8242
CNA

（UCSC-PCIE-QSFP）

--YYYYYYYYYQlogic 8442 SFP+

（UCSC-PCIE-QNICSFP）
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C460
M4

C460
M2

C420
M3

C260
M2

C250
M2

C240
M4

C240
M3

C220
M4

C220
M3

C210
M2

C200
M2

C24
M3S

C22
M3S

アダプタ/サーバ
モデル

--YYYYYYYYYQlogic 8442
10GBaseT

（UCSC-PCIE-QNICBT）

-Y--Y----YY--Broadcom
BCM57711 10Gb

N2XX-ABPCI02

-YYYY-Y-YYYYYBroadcom
BCM57712 10Gb

UCSC-PCIE-BSFP

Y-YY-YYYY----Broadcom BCM
57810 10Gb

UCSC-PCIE-B3SFP

YYYYYYYYYYYYYIntel X520 10GB

（N2XX-AIPCI01）

Y---Y-------Nvidia M60

（UCSC-GPU-M60）

統合型サーバに関する特記事項
Cisco UCSシステムの Cシリーズサーバに接続する場合は、次の点を確認してください。

•統合型サーバでの Cisco UCS P81E VICファームウェアと ubootイメージの更新, （62ペー
ジ）

•統合されたサーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態, （54ページ）

•アダプタカード使用時の注意と制限, （54ページ）

• FEXの考慮事項, （55ページ）

サポートされている FEX-to-FI のアップリンクケーブルの SFP タイプ
Cシリーズ UCSMの統合には、次の用途で 10 Gb SFPケーブルが 6本必要です。

•サーバと FEXとの間のデータトラフィックのパスの接続：ケーブル 2本
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• FEXから FIへのアップリンク：ケーブル 4本

FEXから FIへの 4つのアップリンクでは、Cisco 10 Gb Twinaxケーブルか、次の SFPタイプ
のいずれかを使用できます。

◦ SFP-10GE-SR

◦ FET-10GE

アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクで SFPのタイプを混
在させると、「Discovery failed」のエラーが発生します。

注意

統合されたサーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態

電源ボタンまたは Cisco UCS Managerを使用して、統合された Cシリーズサーバの対応するサー
ビスプロファイルに希望する電源の状態をDownと設定している場合、サーバを停止させてDown
状態にしようとすると、サーバと実際の電源の状態が一致しなくなります。これにより、この後、

サーバが予期せずシャットダウンすることがあります。

電源がオフの状態からサーバを安全に再起動するには、Cisco UCS Managerでブートサーバアク
ションを使用します。

次の表は、サーバの電源ボタンを使用した場合に、サーバの実際の電源状態とCiscoUCSManager
サービスプロファイルの電源状態がどのように違うかを示しています。

表 10：サーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態の違い

サービスプロ

ファイルで必

要とされる電

源状態

[UCSM
Equipment] タブ
に表示される

電源状態

アクション後

の実際のサー

バの電源状態

実際の電源ボ

タンによる操

作

サーバの初期

電源状態

サービスプロ

ファイルの初

期電源状態

Downオンオンボタンを押し

て電源を入れ

る

消灯Down

Up消灯消灯ボタンを押し

て電源を切る

オンUp

アダプタカード使用時の注意と制限

アダプタカードを Cisco UCS Managerと統合した Cisco UCS Cシリーズサーバで使用する際は、
次の点を考慮してください。
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•統合された Cisco UCS Cシリーズサーバでは、サーバが 5つ以上の PCIスロットを備えてい
ても、Cisco UCSManagerがサポートするのは UCSで管理されたアダプタカード 4つのみで
す。サーバで 5つ以上のアダプタカードを使用している場合、統合後は Cisco UCS Manager
でラックサーバ検出ができなくなります。

• UCSで管理されるサーバでアダプタカードの追加、削除、または交換を行う場合は、まず
Cisco UCS Managerでサーバの稼働を中止する必要があります。処理が終了したら、サーバ
を再稼働させます。

•統合型サーバに Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード 2枚が装着されている場合、
Cisco UCS Managerでの PCI順序は Adapter 1の vNIC/vHBAが Adapter 2の vNIC/vHBAより
も優先されます。

• C200または C210サーバでは、BIOSバージョン 1.4(3c)以降において、SR-IOV/ARI
（Single-Root I/O Virtualization/Alternative Routing-ID Interpretation）によるバス予約をイネー
ブルまたはディセーブルにするオプションがあります。UCS管理対象サーバの SR-IOV/ARI
バス予約設定を変更した場合は、サーバを再確認する必要があります。

•サーバに複数のアダプタをインストールし、各アダプタをクラスタUCSManager環境内にイ
ンストールしている場合、各アダプタはパスAおよびパスBの両方に接続されている必要が
あります。両方のポートをアダプタにシングルパスで接続する構成はサポートされていない

ため、検出の失敗につながります。各アダプタからファブリックに 1つのリンクのみで接続
しようとすると、サーバはデータパスを再検出するため、カードの障害時に再起動する可能

性があります。こうした状況はいずれも、接続オプションでサポートされていません。

FEX の考慮事項

FEX の稼働中止/再稼働後の接続先サーバの再確認

Cisco UCS FEXの稼働中止または再稼働後は、必ずその FEXに接続されているすべてのサーバを
UCS Managerで再確認する必要があります。
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第 5 章

以前のリリースバージョンのサーバを Cisco
UCS Manager との統合に向けアップグレー
ド

この章は、次の項で構成されています。

• アップグレードに必要な項目, 57 ページ

• Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード, 58 ページ

• 統合型サーバでの Cisco UCS P81E VICファームウェアと ubootイメージの更新, 62 ページ

• 設定を Release 2.2以降に移行する, 65 ページ

アップグレードに必要な項目
次に、Cシリーズサーバと Cisco UCS Managerの統合のアップグレードを行うための、サーバ
CIMCバージョンおよび Cisco UCS Managerバージョンの最小要件を示します。

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C22 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C24 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C220 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C220 M4
サーバ（2.2.3以降が
必要）
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UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C240 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C240 M4
サーバ（2.2.3以降が
必要）

2.1(2a)1.4.71.4(6)Cisco UCS C260 M2
サーバ

2.1(2a)1.4.81.4(7)Cisco UCS C420 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.71.4(6)Cisco UCS C460 M2
サーバ

2.2(2a)1.5.71.5(7a)Cisco UCS C460 M4
サーバ

C シリーズサーバのファームウェアのアップグレード
サーバの CIMCのリリースバージョンが Cisco UCS Managerとの統合の要件を満たしていない場
合は、サーバを Cisco UCSドメインに接続する前に、サーバのファームウェアをアップグレード
してください。Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレードの詳細については、次の
URL（http://www.cisco.com/en/US/products/ps10493/products_user_guide_list.html [英語]）にある対象
のリリースのホストアップグレードユーティリティクイックスタートガイドを参照してくださ

い。
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Cisco UCS C220 M4または C240 M4サーバの Cシリーズサーバファームウェアを Cisco UCS
Manager 2.2(6c)にアップグレードする場合は、次の重大なアラームが表示されます。
Board controller upgraded, manual a/c power cycle required on server x

CSCuv45173に記載されているとおり、このアラームは誤って重大なアラームとして分類され
ています。このアラームはサーバの機能に影響を与えないため、無視しても構いません。

このアラームが表示されないようにするには、次のいずれかを行います。

重要

• Cisco UCS Managerでカスタムホストファームウェアパッケージを作成して、ボードコ
ントローラファームウェアを Cisco UCS Manager 2.2(6c)への更新から除外し、古いバー
ジョンを保持します。

• Cisco UCS Managerインフラストラクチャ（Aバンドル）をリリース 2.2(6c)にアップグ
レードし、『Release Notes for Cisco UCS Manager, Release 2.2』の表 2の混在ファームウェ
アサポートマトリックスに従って、すべての Cisco UCS C220 M4または C240 M4サーバ
上でホストファームウェア（Cバンドル）を引き続き古いバージョンで実行します。

手順

ステップ 1 HUU ISOファイルをダウンロードします。
a) http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlにアクセスします。
b) 中央のカラムで、[Servers – Unified Computing]をクリックします。
c) 右側のカラムで、[CiscoUCSC-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでサーバのモデル名を選択します。
e) [Unified Computing System (UCS)Server Firmware]をクリックします。
f) リリース番号を選択します。
g) [Download Now]をクリックして ucs-server platform-huu-version_number.isoファ
イルをダウンロードします。

h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、このファイルを保存する場所を参照します。

ステップ 2 ローカルアップグレード用に ISOを準備する場合は、このステップを完了するか、ステップ 3に
進みます。

a) 書き込み可能なディスク（CD）に ISOイメージを書き込みます。
b) VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。
c) ディスクを Cisco Cシリーズサーバの USB DVDドライブに挿入します。
d) ステップ 4に進みます。

ステップ 3 KVMコンソールを使用してリモートアップグレードのために ISOを準備します。
a) ブラウザを使用して、アップグレードするサーバ上のCIMCGUIソフトウェアに接続します。
b) ブラウザのアドレスフィールドにサーバの CIMC IPアドレスを入力し、次にユーザ名とパス
ワードを入力します。
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c) ツールバー上の [Launch KVM Console]をクリックして、KVMコンソールを起動します。
d) KVMコンソールで、[Virtual Media]をクリックします。
e) [Add Image]をクリックし、ucs-server-name-huu-version_number.iso fileをクリック
します。

f) [Client View]領域の [Mapped]カラムで、追加する ISOファイルのチェックボックスをオンに
し、マッピングが完了するまで待機します。

g) ISOファイルがマップ済みリモートデバイスとして現れたら、ステップ 4に進みます。

ステップ 4 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くためのメッセージが表示されたら、F6を押します。

ステップ 5 [Boot Menu]画面で、準備された ISOを選択します。

•ローカルアップグレードの場合は、物理または外部接続された CD/DVDデバイスを選択し
てから、Enterを押します。

•リモートアップグレードの場合は、[Cisco vKVM-Mapped vDVD1.22]を選択し、Enterを押し
ます。

選択したデバイスからサーバがブートします。

ステップ 6 HUUをブートすると、Cisco End User License Agreement（EULA）が表示されるので、EULAを読
み、

• [I Agree]をクリックしてライセンス契約書に同意し、更新を進めます。

•キャンセルする場合は [I Disagree]をクリックします。

EULAに同意すると、[Cisco Host Upgrade Utility]ウィンドウが表示され、更新が利用可能なすべ
てのコンポーネントのリストが表示されます。

ステップ 7 リストされたすべてのコンポーネントを更新する場合は、[Update all]をクリックします。
（注） •バージョン 1.5(1l)以前から、またはバージョン 1.5.3から 2.0 (x)に更新する場合

は、Cisco IMCのアクティブなバージョンとバックアップバージョンの両方が2.0(x)
に更新されます。

•更新中にKVM接続が切断されるため、更新の進行状況を表示するには再接続する
必要があります。

ステップ 8 リストの特定のコンポーネントを更新する場合は、更新するコンポーネントを選択します。

ステップ 9 [Update]をクリックします。
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（注） •あるコンポーネントのファームウェアを特に更新する場合を除き、[Update all]オ
プションを使用してすべてのコンポーネントのファームウェアを更新することを推

奨します。

• 3つのコンポーネント（BIOS、CIMC、または CMC）のいずれかのファームウェ
アを更新する場合は、他の2つのコンポーネントのファームウェアも更新すること
をお勧めします。

• CIMCファームウェアを更新する場合は、[Exit]をクリックしてから [Ok]をクリッ
クして CIMCファームウェアをアクティブにします。

• CIMCと他のコンポーネントを一緒に更新することを選択し、BIOSを選択してい
ない場合は、終了時にシャーシファームウェアを更新するよう求めるプロンプト

が表示されるので、確認ダイアログボックスで[Yes]をクリックしてシャーシファー
ムウェアを更新します。

これにより更新が開始され、更新のステータスが、[UpdateStatus]カラムに表示されます。また、
ファームウェアの更新中は、[Execution Logs]セクションに、関連する一連のアクティビティとス
テータスの詳細なログが表示されます。

ステップ 10 サーバのハードディスクのファームウェアを更新する場合は、[UpdateHDDFirmware]をクリック
します。ウィンドウに新しいファームウェアをサポートするサーバのハードディスクドライブの

リストが表示されます。ファームウェアのアップグレードをサポートしていないハードディスク

ドライブは表示されません。

ハードディスクドライブのファームウェアを更新すると、データ損失が発生する可能性

があります。ファームウェアを更新する前に完全なシステムバックアップを作成するこ

とをお勧めします。

重要

a) すべてのハードディスクのファームウェアを更新するには、[Update All]をクリックします。
このオプションでは、最新のファームウェアがインストールされた HDDは更新されません。

b) 特定の HDDを更新するには、HDDを選択し、[Update]をクリックします。

ステップ 11 サーバをリブートします。

ステップ 12 サーバをリブートして、[LastUpdateVerify]をクリックし、更新が正常に完了したかどうかを確認
します。

このアクションは、各コンポーネントで、以前HUUを使用して更新されたファームウェアのバー
ジョンと、コンポーネントのファームウェアの現在のバージョンを比較し、更新のステータスを

表示します。

ステップ 13 更新ステータスのログファイルを後で使用できるように保存する場合は、[Save Logs]をクリック
します。

更新の詳細なステータスを含むログファイルは、サーバに物理的またはKVM vMedia経由で接続
されている外部 USBデバイスに保存されます。

ファームウェアの更新中にエラーが発生すると、エラーログを保存するよう求められ

ます。接続された外部 USBにログを保存する場合は、[Save Logs]をクリックします。
このログは、エラーの原因の特定とトラブルシューティングに使用できます。

（注）

ステップ 14 HUUを終了する場合は、[Exit]をクリックします。
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（注） • CIMCを更新し、BIOSを更新していない場合は、[Exit]をクリックするとCIMCが
アクティブになり、CIMCと KVMへの接続が切断されます。

•更新用に LOMを選択しており、Shared LOMモードである場合は、[Exit]をクリッ
クすると CIMCと KVMへの接続が切断されます。

次の作業

サーバを互換性のあるサーバリリースバージョンへアップグレードした後、サーバを Cisco UCS
ドメインの一部として、サーバへの物理的接続を確立する必要があります。サーバを Cisco UCS
FEXおよび FIに接続するには、CシリーズサーバとCiscoUCSドメインとのクラスタセットアッ
プでの接続, （19ページ）（SingleConnectの場合）または Cシリーズサーバと Cisco UCSドメ
インとのクラスタセットアップでの接続, （45ページ）（デュアルワイヤ管理の場合）を参照し
てください。

統合型サーバでの Cisco UCS P81E VIC ファームウェアと
uboot イメージの更新

Cisco UCS P81E VICファームウェアと ubootのバージョンが 2.0(2g)よりも前である場合に、サー
バと Cisco UCS Managerのいずれかのバージョンを統合すると、UCS Managerソフトウェアから
ディスカバリおよび関連付け/関連付け解除に関する障害が返されます。このような障害を防ぐた
めに、次の操作を実行してください。

•サーバと UCSシステムを統合する前に、スタンドアロンモードで、P81E VICファームウェ
アと ubootイメージを必要最低限の 2.0(2g)のレベルにアップグレードします。

•サーバがすでに統合されている場合は、UCSManagerソフトウェアで P81E VIC ubootイメー
ジを更新することはできません。統合からサーバをいったん削除して、Cisco Host Upgrade
Utilityを使用してカードおよびサーバのファームウェアをアップグレードする必要がありま
す。

次の手順では、サーバが Cisco UCS Managerと統合されているときにアップグレードするプ
ロセスについて説明します。

手順

ステップ 1 UCS Managerによるサーバの稼働を中止します。

ステップ 2 サーバの 1 Gb LOMポートからケーブルを取りはずします。

ステップ 3 LANから 1 Gb LOMポートのいずれか 1つ（UCSMモードでディセーブルにした専用の管理ポー
ト以外）にイーサネット回線を接続します。

ステップ 4 お使いのサーバに対応する Host Upgrade Utility ISOファイルのダウンロードをオンラインで検索
し、ワークステーションの一時保存場所にダウンロードします。

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 2.2 の統合
62

以前のリリースバージョンのサーバを Cisco UCS Manager との統合に向けアップグレード
統合型サーバでの Cisco UCS P81E VIC ファームウェアと uboot イメージの更新



a) URL http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlを参照してください。
b) 中央のカラムで [Unified Computing and Servers]をクリックします。
c) 右側のカラムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでお使いのサーバのモデルをクリックします。
e) [Unified Computing System (UCS)Server Firmware]をクリックします。
f) ダウンロードするリリース番号をクリックします。
g) [Download Now]をクリックして ISOファイルをダウンロードします。
h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、ISOファイルを保存する場所を指定します。

ステップ 5 ISOを準備します。ローカルアップグレードの場合はローカルメディアを、リモートアップグ
レードの場合は仮想デバイスを準備します。

説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 書き込み可能な DVDに ISOイメージを書き込みます。

2 VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。

3 Cisco Cシリーズサーバの DVDドライブまたは外付け DVDドライブに
DVDを挿入します。

ローカルアップ

グレード
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説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 ブラウザを使用して、アップグレードしているサーバ上の CIMC Manager
ソフトウェアに接続します。

2 ブラウザのアドレスフィールドにサーバのCIMCIPアドレスを入力し、次
にユーザ名とパスワードを入力します。

3 KVMキーボードのアイコンをクリックして [KVM Console]ウィンドウを
開きます。

4 Virtual KVMコンソールウィンドウが開いたら、[Tools] > [Launch Virtual
Media]を選択します。

5 [Virtual Media Session]ウィンドウで、[Add Image]をクリックし、ユーティ
リティ ISOファイルを検索し、選択します。ISOをダウンロードした場所
に移動します。ISOイメージが [Client View]領域に表示されます。

6 [Virtual Media Session]ウィンドウで、追加した ISOファイルに対応する
[Mapped]カラムのチェックボックスを選択して、マッピングが完了するの
を待ちます。[Details]領域の進行状況を観察します。

これで ISOイメージがリモートデバイスにマッピングされました。

リモートアップ

グレード

ステップ 6 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くためのメッセージが表示されたら、F6を押します。

ステップ 7 [Boot Menu]画面で、ステップ 2で ISOを作成したデバイスを選択します。

•ローカルでアップグレードを行っている場合は、物理的なCD/DVDデバイスを選択し、Enter
を押します（たとえば [SATA5:TSSTcorp CDDVDW TS-L633C]など）。

•リモートでアップグレードを行っている場合は、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを
押します。

選択したデバイスからサーバがリブートされます。

ステップ 8 画面に BIOSと CIMCファームウェアのバージョンが表示されます。プロンプト「Have you
read the Cisco EULA (end user license agreement)?」に応答します。

• EULAに同意して更新を続ける場合は yを押します。

• EULAを読むには nを押します。EULAが表示され、更新を続けるには yを、キャンセルす
るには nを押すよう求められます。nを押すと、更新を行わずにサーバが再起動されます。

•更新を行わずに終了するには、qを押します。qを選択するとサーバが再起動されます。

[Host Upgrade Menu]画面が表示されます。
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ステップ 9 [Update UCS P81E VIC]オプションを選択します。カードファームウェアと ubootイメージが必要
なレベルに更新されます。

ステップ 10 [Update CIMC Firmware]オプションを選択します。CIMCファームウェアが更新されます。

ステップ 11 次の画面でファームウェアレベルを確認します。

ステップ 12 [Reboot the machine]オプションを選択します。

ステップ 13 再起動中に F8プロンプトが表示されたら、F8を押して CIMC Configuration Utilityを開きます。

ステップ 14 CIMCConfiguration Utilityで [CIMC Factory Default]オプションを選択し、F10を押して変更内容を
保存します。

ステップ 15 FEXからサーバの 1 Gb LOMポートにケーブルを再度接続します。

ステップ 16 UCS Managerでサーバを再稼働させます。

設定を Release 2.2以降に移行する
Cisco UCS Cシリーズサーバが Cisco UCS Managerと統合され、検出され、サービスプロファイ
ルと関連付けられると、設定を Cisco UCS Managerのより新しいバージョンに移行できます。

（注） •この移行プロセスではサーバのダウンタイムが発生します。

•この手順では、サーバからの管理パスが FEXに接続され、データパスが FIに直接接続
されているシナリオについて説明します。

手順

ステップ 1 サーバ OSをシャットダウンします。

ステップ 2 Cisco UCSManagerで、Cisco UCSドメインからすべてのCシリーズサーバの稼働を中止します。

ステップ 3 Nexus 2248 FEXに接続されているすべての FIサーバポートを構成解除します。
NX-OS show fexコマンドを発行して、FEXが構成解除されていることを確認します。コマンドの
戻り値で FEXがリストされなくなるまで待ちます。
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ステップ 4 FEXと FIを接続するケーブルを取り外します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager CLIで、remove fex fex_IDコマンドを発行して、FEXをデータベースから削除
します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIで、[Unconfigure]をクリックして、サーバのアダプタカードに接続され
ているすべての FIのサーバポートの設定を解除します。

ステップ 7 FIとサーバのアダプタカードを接続するケーブルを取り外します。

ステップ 8 FEXとサーバの LOMコネクタを接続するケーブルを取り外します。

ステップ 9 Cisco UCS Managerソフトウェアを以降に、FIファームウェアを対応するレベルにアップグレー
ドします。

ステップ 10 設定の 2番目のファブリックインターコネクトにステップ 3～ 9を繰り返します。

ステップ 11 Cシリーズサーバをネットワークに直接接続して、スタンドアロン CIMCユーティリティを使用
してファームウェアをアップグレードします。

a) LANからサーバのいずれかの 1-Gb LOMポートにイーサネット回線を接続します。専用の管
理ポートは使用しないでください。これは Cisco UCS Manager統合モードでは無効になってい
ます。

b) 「統合型サーバでの Cisco UCS P81E VICファームウェアと ubootイメージの更新」の指示に
従った後、この手順の次のステップに戻ります。

ステップ 12 Nexus 2232PP FEXと Nexus 2248 FEXをラック内で物理的に交換します。

ステップ 13 図に示すようにケーブルを接続します。「クラスタセットアップの物理的な接続の図」を参照し

てください。

この新しい設定では、データパスと管理パスはどちらもサーバから FEXに接続されています。
FEXと FI間のパスは、データトラフィックと管理トラフィックの両方を伝送します。

NX-OS show fexコマンドを発行して、FEXを確認します。コマンドの戻り値で新しい
Nexus 2232PP FEXがリスト表示されるまで待ちます。FEXは、対応する FIファームウェ
アのバージョンに自動的にアップグレードされます。

重要

ステップ 14 Cisco UCS Managerから両方のファブリックインターコネクトを接続したら、稼働停止していた
Cシリーズサーバを再稼働します。
サーバが Cisco UCS Managerで検出されると、事前に割り当てられたサービスプロファイルが自
動的にサーバと再度関連付けされます。
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第 6 章

トラブルシューティング

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• Cシリーズサーバに統合された Cisco UCS Managerでのハードウェアコンポーネントの交
換, 67 ページ

C シリーズサーバに統合された Cisco UCS Managerでの
ハードウェアコンポーネントの交換

ハードウェアを、Cシリーズサーバに統合された Cisco UCS Manager上の管理対象ファームウェ
アコンポーネントと交換すると、サーバが検出に失敗することがあります。これは、ハードウェ

ア上の破損したファームウェアまたはハードウェアコンポーネントのファームウェアの非互換性

が原因である可能性があります。ハードウェアの交換後、次のステップを実行して、サーバファー

ムウェアの破損または非互換性によりサーバが検出に失敗しないようにします。

手順

ステップ 1 [Server]を右クリックして、[Server Maintenance] > [Decommission Server]の順に選択して、サーバ
の稼働を中止します。

ステップ 2 VICと FI（または該当する場合は FEX）を接続しているケーブルを取り外します。

ステップ 3 Cisco UCS Managerからサーバを取り外します。
a) [Equipment] > [Decommissioned]の順に選択します。
b) サーバを右クリックし、[Remove]をクリックします。

ステップ 4 サーバをリブートして、[CIMC Reset to Factory Defaults]を実行します。

ステップ 5 サーバのMGMTポートに 1Gケーブルを接続し、スタンドアロンアクセス用に設定します。

ステップ 6 すべてのサーバファームウェアを再イメージ化して、Cisco UCS Managerファームウェアバンド
ルの CIMCバージョンをサーバと一致させます。
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a) シスコのソフトウェアダウンロードサイトから、Cisco UCSManagerでこのサーバに適用され
るファームウェアパッケージに対応するCIMCバージョンのHost Upgrade Utility（HUU）をダ
ウンロードします。

b) スタンドアロン KVMがあるサーバを起動し、HUUパッケージを実行します。

ファームウェアをアップグレードする手順については、前のステップでダウンロードした HUU
CIMCバージョンに対応する『Host Utility Upgrade User Guide』を参照してください。

ステップ 7 サーバをリブートして、[CIMC Reset to Factory Defaults]を実行します。

ステップ 8 30秒間電源ケーブルを抜きます。

ステップ 9 アップリンクケーブルを再度接続します。

ステップ 10 電源ケーブルを接続して電源を入れます。

ステップ 11 CiscoUCSManagerにサーバが表示されるかどうかを確認します。これには数分かかる場合があり
ます。

ステップ 12 サーバが表示されたら、ラックサーバ検出ポリシーでユーザが確認するように設定されている場

合は、サーバを再確認します。
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